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(COPD患者における6分間歩行試験指標desaturationdistance ratioの有効性）

論文内容の要旨 (1,000字~2,000字でまとめること。）

【目的】慢性閉塞性肺疾患 (ChronicObstructive Pulmonary Disease; COPD)は気流閉塞と肺気腫を主病態とす
る疾患である．また， COPDの重要な紺瓶匡に肺高血圧症 (Pulmonaryhypertension; PH)がある．これらの病
態はCOPDの増悪や予後と関連することが報告されており，早期発見と治療介入が重要である．肺気腫やPHの
評価・診断にはコンピュータ断層撮影法 (Computed'Tomography:CT)や右心カテーテル検査が必要となるが，
設備や侵襲性から全ての患者への実施は難しいのが現伏であり，より簡便で非侵襲なスクリーニング指標の検討が

必要である.6分間歩行誤験 (6MWI')はCOPD患者の運動耐容能試験として広く用いられている．近年，総歩
行距誰 (6MWD)と歩行中の酸素化の状態から算出されるDesaturation・distanceratio (DDR)が6MWI'の新た
な評価指標として提案され，呼吸不全患者やCOPD患者において気流閉塞指標%FEVtoや肺拡散能指標%DLCO
と関連することが明らかとなった．本研究の目的は，先行研究では調査されなかった肺気腫指標およびPH指標と
DDRとの関連を調査し， DDRが肺気腫やPHの病態を反映する指標として有効か検討することとした．
【方法】外来通院中の安定期COPD患者109名を対象とし，肺機能検査 (%FEV1.o・%DLCO),6分間歩行訳験
(6MWD・歩行中最低 SpOi•DDR), 肺気腫指標%LAA(CTでの肺野における低吸収領域の割合） ・GoddardScore 
傭気児阻彫定度のスコア）を後方視的に収集した．肺高血圧症指標には， CTでの肺動脈径(pulmonaryarteがPA)
の大動脈 (ascendingaorta.: A)に対する比で算出されるPA:Aratioを用いた.DDRはDesaturationarea (DA) 
の6MWDに対する比として算出した.DAI祖歩行中2秒毎に記録した実測SpO此 100%の差の総和として算出し
た．各因子の相関関係の検討にはSpeannanのLLLFTF並耶関分析を用いた．また，各因子において，重症以上の気流閉
塞 (%FEV1.0<50%),肺拡散能席害の有無 (%DLC0~5%), 中等度以上の肺気腫 (GoddardScore~8), 肺高血
圧症の有無 (PA:Aratio>1)に対するROC曲線を算出した．統計解析ソフトにはEZRを使用し，有意水準5%末
満とした．

【結果】全対象者のうち74名偶性：58名，女性： 16名，年齢：73 [67・78]歳）が包含基準を満たした．相関分
析では， 6MWDは%DLCO(r=0.360), PA:Aratio (r=-0.340)と，歩行中最低SpO叶ま%DLCO(Rl.400), %LAA 
(r=-0.542), PA:Aratio (r=-0.562) との~ぎな関連を認めた一方， DDRは%FEV1.o(r=-0.312), %DLCO 
(r=-0.497), o/oLAA (r=0.381), PA:Aratio (r=0.553)のすべてと有意な関連を示した (p<0.01).また， DDR
は%FEV1.o<50%,%DLC0<75%, GoddardScore~8. PA:Aratio>lの予測に，高い検査特性を示した (AUC>
0.7). 

【編命］本研究の結果より， DDRはCOPD患者の肺気腫やPHを反映する指標として有効である可能性が示され
た.6MWI'はCOPDにおける運動耐容能評価で世界的に用いられており，これまで6MWDや歩行中のSp02変
化による病態把握の有用性が示されてきた.DDRはそれらを複合した使用であり，より優れた評価指標になる可
能性がある. (1099字）
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要 旨

【目的】慢性閉塞性肺疾患 (COPD) は気流閉塞と肺気腫を主病態とする疾患である．ま

た， COPDの重要な合併症に肺高血圧症 (PH)がある．これらの病態は COPDの増悪や予

後と関連することが報告されており，早期発見と治療介入が重要である．肺気腫や PHの

評価・診断にはコンピュータ断層撮影法 (CT) や右心カテーテル検査が必要となるが，設

備や侵襲性から全ての患者への実施は難しいのが現状であり，より簡便で非侵襲なスクリ

ーニング指標の検討が必要である. 6分間歩行試験 (6MWT) は COPD患者の運動耐容能

試験として広く用いられている．近年，総歩行距離 (6MWD) と歩行中の酸素化の状態か

ら算出される Desaturation-distanceratio (DDR) が 6MWTの新たな評価指標として提

案され，呼吸不全患者や COPD患者において気流閉塞指標%FEV1.0や肺拡散能指標%DLCO

と関連することが明らかとなった．本研究の目的は，先行研究では調査されなかった肺気

腫指標およぴ PH指標と DDRとの関連を調査し， DDRが肺気腫や PHの病態を反映する

指標として有効か検討することとした．

【方法】外来通院中の安定期 COPD患者 109名を対象とし，肺機能検査 (%FEV1.o・

%DLCO), 6分問歩行試験，肺気腫指標%LAA・GoddardScoreを後方視的に収集した．肺

高血圧症指標には， CTでの肺動脈径(PA)の大動脈(A)に対する比で算出される PA:Aratio 

を用いた. DDRは Desaturationarea (DA)の 6MWDに対する比として算出した. DAは

歩行中 2秒毎に記録した実測 Sp02と 100%の差の総和として算出した．各因子の相関関係

の検討には Spearmanの順位相関分析を用いた．また，各因子において，重症以上の気流

閉塞 (%FEV1.0<50%), 肺拡散能障害の有無 (%DLC0<75%),中等度以上の肺気腫 (Goddard

Score~8), 肺高血圧症の有無 (PA:Aratio> 1) に対する ROC曲線を算出した．統計解析
ソフトには EZRを使用し，有意水準 5%未満とした．

［結果】全対象者のうち 74名（男性： 58名，女性： 16名，年齢： 73 [67・78]歳）が包含

基準を満たした．相関分析では， 6MWDは%DLCO(r=0.360), PA:A ratio (r=-0.340) 

と，歩行中最低 Sp02は%DLCO(r=0.400), %LAA (r=-0.542), PA:A ratio (r=-0.562) 

とのみ有意な関連を認めた一方， DDRは%FEV1.0 (r=-0.312), %DLCO (r=-0.497), 

%LAA (r=0.381), PA:A ratio (r=0.553) のすべてと有意な関連を示した (p<0.01). ま

た， DDRは%FEV1.0<50%, %DLC0<75%, Goddard Score~8, PA:A ratio> 1の予測に，



商い検査特性を示した (AUC> 0. 7). 

（結論】本研究の結果より， DDRは COPD患者の肺気腫や PHを反映する指標として有効

である可能性が示された. 6MWTは COPDにおける運動耐容能評価で世界的に用いられて

おり，これまで 6MWDや歩行中の Sp02変化による病態把握の有用性が示されてきた.DDR 

はそれらを複合した使用であり，より優れた評価指標になる可能性がある．

よって，学位申請者の藤本由香里は，博士（保健学）の学位を得る資格があると認める．

Usefulness of the desaturation-distance ratio from the six-minute walk test 

for patients with COPD. International journal of COPD 2017:12 2669-2675 


